
一 
 

次
の
（
１
）
～
（
８
）
の
「慣
用
句
」
「こ
と
わ
ざ
」
「故
事
成
語
」
の
意
味
を
説
明
し
た 

文
を
下
の
選
択
肢
か
ら
選
び
、  

 
 

 

線
で
結
び
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

   
 
 

 
 

 
 

 

二 
 

次
の
（
１
）
（
２
）
の
説
明
に
合
う
慣
用
句
を
選
び
、
○
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

 

（
１
） 

ひ
き
ょ
う
な
方
法
で
失
敗
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
。  

（  
 

）
足
下
を
す
く
わ
れ

（  
 

）足
を
す
く
わ
れ
る 

 

（２
） 

は
っき
り
と
言
わ
な
い
で
あ
い
ま
い
に
言
う
。  

 

（  
 

）口
を
に
ご
す 

（  
 

）言
葉
を
に
ご
す 

 
組 

 

番 

  

中
学
校
三
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

二
学
期 

① 

 

氏 

名 

  

             

慣
用
句
・こ
と
わ
ざ
・故
事
成
語 ／ 

  

10 

【各
一
点
】 

勝
って
か
ぶ
と
の
緒
を 

締
め
よ 

 

覆
水
盆
に
返
ら
ず 

 
 

足
が
出
る 

 

虫
が
い
い 

 

の
れ
ん
に
腕
押
し 

 

馬
が
合
う 

 

蛍
雪
の
功 

 
 
 
 
  

 

他
山
の
石 

 
 
 
 
  

 

・成
功
し
た
と
き
こ
そ
、
用
心
深
く
し
た 

ほ
う
が
よ
い
。 

 

・自
分
に
都
合
の
よ
い
よ
う
に
考
え
る
。 

 

・行
い
や
発
言
は
、
慎
重
に
し
た
方
が
よ 

い
。 

 

・予
算
を
上
回
る
。 

 

・相
手
と
よ
く
気
が
合
う
。 

 

・他
人
の
誤
った
言
動
も
自
分
の
た
め
に 

な
る
。 

 

・手
応
え
や
張
り
合
い
が
な
い
様
子
。 

 

・苦
労
し
て
勉
学
に
励
ん
だ
成
果
。 

   

（１
） 

  

（２
） 

 

（３
） 

 

（４
） 

 

（５
） 

 

（６
） 

 

（７
） 

 

（８
） 

・ 
  

・ 
 

・ 
 

・ 
 

・ 
 

・ 
 

・ 
 

・ 
【各
一
点
】 る 

 

（２
） 

 

（３
） 

 

（４
） 

 

（５
） 

 

（６
） 

 

（７
） 

 

（８
） 


